５　労働時間に関する規定
第○条（所定労働時間、始業・終業時刻）

１．所定労働時間（休憩時間を除く。以下同じ。）は、原則として、１週間については40 時間とし、１日については８時間とする。

２．始業時刻、終業時刻及び休憩時間は次のとおりとする。

	始業・終業時刻
	休憩時間

	始業　9:00
	12:00～13:00

	終業　18:00
	


３．始業時刻は、必要な準備を整えて業務を開始する時刻であり、いわゆる出社時刻とは異なる。従業員は常に余裕をもって出勤しなければならない。また、終業時刻以降にみだりに在社せず、業務終了後は速やかに退社しなければならない。

４．所定労働時間は、労務提供義務を果たす時間帯であり、誠実勤務義務及び職務専念義務など労働者の義務を果たさなければならない。

５．従業員は所属長より明示的な指示命令を受けずして、始業時刻前又は終業時刻以降に労働してはならない。

第○条（始業、終業時刻等の変更）

１．業務上の都合、天災事変及び公共交通機関の乱れなどやむを得ない事情がある場合又は業務上の必要がある場合は、始業、終業の時刻及び休憩時間を変更することができる。
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